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総務環境常任委員会

総務環境
常任委員会

◎今吉　直樹　○久木田大和　　植山　太介　　竹下　智行　　川窪　幸治　　鈴木てるみ
　阿多　己清　　仮屋　国治　　前川原正人 ◎委員長　○副委員長

一般職員の給与、若年層に重点をおいて引上げ
ここに 注目!

公共施設照明LED化（シビックセンター）ここに 注目!

総務環境常任委員会では、５件の議案と１件の陳情を審査しました。

　人事院勧告や地方公共団体の改定措置等を考慮し、一般職員の給料月額や諸手当を平均1.1％

改正。高卒者初任給を１万2,000円、大卒者初任給を１万1,000円引き上げる。

予算常任委員会

予算常任委員会
◎久木田大和　○有村　隆志　　松下　太葵　　野村　和人　　藤田　直仁　　塩井川公子
　松枝　正浩　　川窪　幸治　　木野田　誠　　前島　広紀　　池田　綱雄　　前川原正人

◎委員長　○副委員長

委員会レポート委員会レポート
予算常任委員会 文教厚生常任委員会総務環境常任委員会 産業建設常任委員会

各常任委員会に付託された主な案件について、審査した内容を掲載しています
結果については、10ページへ

一般会計補正予算（第8号）

前島　広紀 議員
10年間のリース契約終了後の維

持管理は。
Q

10年後、無償譲渡されるので、

照明器具も全て市のものになる

が、LEDは寿命が長いので修繕

費はかなり安くなると考えてい

る。

A

木野田　誠 議員
今後、どのような施設を改修し

ていくのか。
Q

学校、体育施設、スポーツ施設

を対象とし、削減効果の高い施

設から実施していく。

A

阿多　己清 議員

今回の改正で、在職者の給与調整はどうなるか。Q
今回の給与表の改正にともない、給与表そのものが全て改正されている。給与表自体の単

価がそれぞれ上がっているので、特に在職者調整は行わない。
A 補正額　８億4,700万１千円　　補正後の額　725億4,462万９千円

事業費　8,475万円（10年間分）

　民間提案制度により、アイリスオーヤマ（株）との10年間のリース契約にてシビックセンター

をLED照明にする。（既存の電気料金よりもLED化により電気料金に係る経費が13％減、二酸化炭

素排出量も24％減）

青葉小から国分北小へ給食配送可能にここに 注目!

野村　和人 議員
このような機会でなければ、ド

ライ方式に改修できないと思う

が、今後何年程、使用可能か。

Q

現在の運用は半ドライ方式であ

るが、備品等についても令和

６、７年度に更新する計画であ

るので、当分の間は使用可能と

考えている。

A

事業費　７,６０３万円

　国分北小学校の大規模改修にともない給食調理場を廃止し、距離的に近く調理能力にも余裕のあ

る青葉小学校の調理場から配送するため、プラットフォームやコンテナ洗浄室等を増築改修する。

松枝　正浩 議員
現在の青葉小・国分北小の調理

実数と、青葉小調理場改修後の

調理可能数は。

Q

現在、青葉小は約300食、国分

北小は474食提供している。青

葉小の調理可能食数は約900食

であり、改修後も変わらない。

A

文教厚生常任委員会

文教厚生
常任委員会

◎松枝　正浩　○野村　和人　　藤田　直仁　　塩井川公子　　山口　仁美　　宮田　竜二
　前島　広紀　　有村　隆志 ◎委員長　○副委員長

文教厚生常任委員会では、13件の議案と２件の陳情を審査しました。

霧島市の奨学資金の返還免除の範囲が拡大ここに 注目!

「霧島ふるさと愛」若者応援事業に関する就業要件を本市内から鹿児島県内とするほか、官公署

勤務者まで拡大する。そのほか、貸与資格に、市税等の滞納がないことを明確に規定する。心身

に著しい障害を生じたことにより返還が困難となった場合には返還免除する。

市内に居住をしていることを条件に、市外での就業も認める内容になるが、今回の改正の

目的は何か。

A 市内就業後に転勤になることもある。霧島市内に住みながらも、さまざまな地域活動等にも参

加をしてもらえれば、活性化につながると考えている。公務員については、教職員の奨学金の

免除制度はあるので、一般の公務員にも拡大することで、定住効果が増すと考えている。

Q

山口　仁美 議員

ここに 注目! 横川及び溝辺学校給食センターを統合し、
西部学校給食センターに

　衛生管理等の観点から、ウェット方式の横川学校給食センターを廃止し、その機能をドライ方

式である溝辺学校給食センターに統合し、西部学校給食センターとする。

現状で、溝辺と横川それぞれ何校に配っているのか。また、統合された場合、一番遠い配

送にかかる所要時間がどれぐらいになるのか。

A 溝辺学校給食センターは、幼稚園１園、小学校３校、中学校２校。横川学校給食セン

ターは、小学校３校、中学校１校。統廃合後は一番遠い学校まで40分程度である。

Q

藤田　直仁 議員


